
JP 2017-40066 A 2017.2.23

10

(57)【要約】
【課題】　側面のデッドスペースがなく、桁行方向の強
度も十分で、短時間に拡張状態及び折り畳み状態とする
ことができる可搬型天幕用のフレームを提供する。
【解決手段】
　合掌部材２の両端部で連結された２本１組の柱材３を
少なくとも２組以上並設し、隣接する柱材３の上部を連
結する桁部材４と、隣接する合掌部材２の上部を連結す
る棟部材５とを備え、これらを展開して拡張状態となす
とともに、これらを折り畳んで束状の折り畳み状態とな
すことができ、柱材３は桁部材４に連接する折畳式の筋
交６１を設け、対向する室外側肩部ジョイントピース７
４と室内側肩部ジョイントピース７３との離間状態を保
持するロック手段９０を設けている。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　合掌部材の両端部で連結された２本１組の柱材を少なくとも２組以上並設し、隣接する
柱材の上部を連結する桁部材と、隣接する合掌部材の上部を連結する棟部材とを備え、こ
れら柱材、合掌部材、桁部材及び棟部材を展開して拡張状態となすとともに、これら柱材
、合掌部材、桁部材及び棟部材を折り畳んで束状の折り畳み状態となすことができる可搬
型天幕用のフレームにおいて、
　前記合掌部材は、交差させて互いに回動可能に連結したシザース状の一対の合掌パイプ
材を中央部が山型になるように２組連結したものであり、上半分が室外側になる合掌パイ
プ材の各上端は室外側頂部ジョイントピースにそれぞれヒンジ連結されるとともに、各下
端は前記柱材に回動可能に設けられた方杖の上端とヒンジ連結される室内側肩部ジョイン
トピースにヒンジ連結され、上半分が室内側になる合掌パイプ材の各上端は室内側頂部ジ
ョイントピースにそれぞれヒンジ連結されるとともに、各下端は前記柱材の上端とヒンジ
連結される室外側肩部ジョイントピースにヒンジ連結され、
　前記桁部材は、交差させて互いに回動可能に連結したシザース状の一対の桁パイプ材を
２組連結したものであり、一端が各前記室外側肩部ジョイントピースに連結された桁パイ
プ材の他端同士を回動可能に連結し、一端が各前記室内側肩部ジョイントピースに連結さ
れた桁パイプ材の他端同士を回動可能に連結し、
　前記棟部材は、交差させて互いに回動可能に連結したシザース状の一対の棟パイプ材を
２組連結したものであり、一端が各前記室外側頂部ジョイントピースに連結された棟パイ
プ材の他端同士を回動可能に連結し、一端が各前記室内側頂部ジョイントピースに連結さ
れた棟パイプ材の他端同士を回動可能に連結し、
　前記柱材は前記桁部材に連接する折畳式の筋交を設け、
　対向する前記室外側肩部ジョイントピースと前記室内側肩部ジョイントピースとの離間
状態を保持するロック手段を設けた
ことを特徴とする可搬型天幕用のフレーム。
【請求項２】
　前記合掌パイプ材の長さが、前記一対の棟パイプ材が交差する枢着部から前記室外側頂
部ジョイントピース又は前記室内側頂部ジョイントピースまでの長さの２倍となっている
ことを特徴とする請求項１記載の可搬型天幕用のフレーム。
る。
【請求項３】
　合掌部材の両端部で連結された２本１組の柱材を少なくとも２組以上並設し、隣接する
柱材の上部を連結する桁部材と、隣接する合掌部材の上部を連結する棟部材とを備え、こ
れら柱材、合掌部材、桁部材及び棟部材を展開して拡張状態となすとともに、これら柱材
、合掌部材、桁部材及び棟部材を折り畳んで束状の折り畳み状態となすことができる可搬
型天幕用のフレームにおいて、
　前記合掌部材は、交差させて互いに回動可能に連結したシザース状の一対の合掌パイプ
材を中央部が山型になるように２組連結したものであり、上半分が室外側になる合掌パイ
プ材の各上端は室外側頂部ジョイントピースにそれぞれヒンジ連結されるとともに、各下
端は前記柱材に回動可能に設けられた方杖の上端とヒンジ連結される室内側肩部ジョイン
トピースにヒンジ連結され、上半分が室内側になる合掌パイプ材の各上端は室内側頂部ジ
ョイントピースにそれぞれヒンジ連結されるとともに、各下端は前記柱材の上端とヒンジ
連結される室外側肩部ジョイントピースにヒンジ連結され、
　前記桁部材は、交差させて互いに回動可能に連結したシザース状の一対の桁パイプ材か
らなり、一端が前記室外側肩部ジョイントピースに連結された桁パイプ材の他端は隣接す
る柱材の前記室内側肩部ジョイントピースに連結され、一端が前記室外側頂部ジョイント
ピースに連結された桁パイプ材の他端は隣接する柱材の前記室外側頂部ジョイントピース
に連結され、
　前記棟部材は、交差させて互いに回動可能に連結したシザース状の一対の棟パイプ材か
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らなり、一端が前記室外側頂部ジョイントピースに連結された棟パイプ材の他端は隣接す
る合掌部材の前記室内側頂部ジョイントピースに連結され、一端が前記室内側頂部ジョイ
ントピースに連結された棟パイプ材の他端は隣接する合掌部材の前記室外側頂部ジョイン
トピースに連結され、
　前記柱材は前記桁部材に連接する折畳式の筋交を設け、
対向する前記室外側肩部ジョイントピースと前記室内側肩部ジョイントピースとの離間状
態を保持するロック手段を設けた
ことを特徴とする可搬型天幕用のフレーム。
【請求項４】
　前記筋交は、一端が前記柱材と前記方杖とが連結される枢着部に３軸ユニバーサルジョ
イントを介して連結され、他端が前記一対の桁パイプ材が交差する枢着部に３軸ユニバー
サルジョイントを介して連結されていることを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記
載の可搬型天幕用のフレーム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、可搬型天幕用のフレームに関し、詳しくは、合掌部材の両端部で連結する２
本１組の柱材を少なくとも２組以上並設し、隣接する柱材の上部を連結する桁部材と、隣
接する合掌部材の上部を連結する棟部材とを備え、これら柱材、合掌部材、桁部材及び棟
部材を展開した拡張状態と、これら柱材、合掌部材、桁部材及び棟部材を折り畳んで束状
の折り畳み状態とすることができる可搬型天幕用のフレームに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数のアーチ状支柱と各アーチ状支柱を連結する複数の桁部材とからなる可搬型
天幕用のフレームであって、各支柱及び桁部材を展開して蒲鉾型の拡張状態と、各支柱及
び桁部材を折り畳んで束状の折り畳み状態とすることができるものがあった（例えば、特
許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４４０１２６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上述の特許文献１のものでは、展開時に蒲鉾型に拡張されることから、側面に
デッドスペースが生じてしまう。また、天幕を側面に連接しようとすると、連接幕を用意
せねばならず、裾桁もあることから天幕間の側面通行も難しかった。また、桁行方向につ
いては、桁部材でしか強度が支えられず、桁行方向への横揺れが大きくなることがあった
。さらに、桁部材及び支柱のパイプ材の長さが同じため、桁行方向の寸法が梁間方向の寸
法によって決定されてしまい、形状・サイズが限定的なものとなっている。
【０００５】
　そこで本発明は、側面のデッドスペースがなく、桁行方向の強度も十分で、短時間に拡
張状態及び折り畳み状態とすることができる可搬型天幕用のフレームを提供することを目
的としている。また、桁行方向の寸法が変更が可能な可搬型天幕用のフレームを提供する
ことを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明の可搬型天幕用のフレームは、合掌部材の両端部で連
結された２本１組の柱材を少なくとも２組以上並設し、隣接する柱材の上部を連結する桁
部材と、隣接する合掌部材の上部を連結する棟部材とを備え、これら柱材、合掌部材、桁
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部材及び棟部材を展開して拡張状態となすとともに、これら柱材、合掌部材、桁部材及び
棟部材を折り畳んで束状の折り畳み状態となすことができる可搬型天幕用のフレームにお
いて、前記合掌部材は、交差させて互いに回動可能に連結したシザース状の一対の合掌パ
イプ材を中央部が山型になるように２組連結したものであり、上半分が室外側になる合掌
パイプ材の各上端は室外側頂部ジョイントピースにそれぞれヒンジ連結されるとともに、
各下端は前記柱材に回動可能に設けられた方杖の上端とヒンジ連結される室内側肩部ジョ
イントピースにヒンジ連結され、上半分が室内側になる合掌パイプ材の各上端は室内側頂
部ジョイントピースにそれぞれヒンジ連結されるとともに、各下端は前記柱材の上端とヒ
ンジ連結される室外側肩部ジョイントピースにヒンジ連結され、前記桁部材は、交差させ
て互いに回動可能に連結したシザース状の一対の桁パイプ材を２組連結したものであり、
一端が各前記室外側肩部ジョイントピースに連結された桁パイプ材の他端同士を回動可能
に連結し、一端が各前記室内側肩部ジョイントピースに連結された桁パイプ材の他端同士
を回動可能に連結し、前記棟部材は、交差させて互いに回動可能に連結したシザース状の
一対の棟パイプ材を２組連結したものであり、一端が各前記室外側頂部ジョイントピース
に連結された棟パイプ材の他端同士を回動可能に連結し、一端が各前記室内側頂部ジョイ
ントピースに連結された棟パイプ材の他端同士を回動可能に連結し、前記柱材は前記桁部
材に連接する折畳式の筋交を設け、対向する前記室外側肩部ジョイントピースと前記室内
側肩部ジョイントピースとの離間状態を保持するロック手段を設けたことを特徴としてい
る。
【０００７】
　また、前記合掌パイプ材の長さが、前記一対の棟パイプ材が交差する枢着部から前記室
外側頂部ジョイントピース又は前記室内側頂部ジョイントピースまでの長さの２倍となっ
ていることを特徴としている。
【０００８】
　さらに、本発明の可搬型天幕用のフレームは、合掌部材の両端部で連結された２本１組
の柱材を少なくとも２組以上並設し、隣接する柱材の上部を連結する桁部材と、隣接する
合掌部材の上部を連結する棟部材とを備え、これら柱材、合掌部材、桁部材及び棟部材を
展開して拡張状態となすとともに、これら柱材、合掌部材、桁部材及び棟部材を折り畳ん
で束状の折り畳み状態となすことができる可搬型天幕用のフレームにおいて、前記合掌部
材は、交差させて互いに回動可能に連結したシザース状の一対の合掌パイプ材を中央部が
山型になるように２組連結したものであり、上半分が室外側になる合掌パイプ材の各上端
は室外側頂部ジョイントピースにそれぞれヒンジ連結されるとともに、各下端は前記柱材
に回動可能に設けられた方杖の上端とヒンジ連結される室内側肩部ジョイントピースにヒ
ンジ連結され、上半分が室内側になる合掌パイプ材の各上端は室内側頂部ジョイントピー
スにそれぞれヒンジ連結されるとともに、各下端は前記柱材の上端とヒンジ連結される室
外側肩部ジョイントピースにヒンジ連結され、前記桁部材は、交差させて互いに回動可能
に連結したシザース状の一対の桁パイプ材からなり、一端が前記室外側肩部ジョイントピ
ースに連結された桁パイプ材の他端は隣接する柱材の前記室内側肩部ジョイントピースに
連結され、一端が前記室外側頂部ジョイントピースに連結された桁パイプ材の他端は隣接
する柱材の前記室外側頂部ジョイントピースに連結され、前記棟部材は、交差させて互い
に回動可能に連結したシザース状の一対の棟パイプ材からなり、一端が前記室外側頂部ジ
ョイントピースに連結された棟パイプ材の他端は隣接する合掌部材の前記室内側頂部ジョ
イントピースに連結され、一端が前記室内側頂部ジョイントピースに連結された棟パイプ
材の他端は隣接する合掌部材の前記室外側頂部ジョイントピースに連結され、前記柱材は
前記桁部材に連接する折畳式の筋交を設け、対向する前記室外側肩部ジョイントピースと
前記室内側肩部ジョイントピースとの離間状態を保持するロック手段を設けたことを特徴
としている。
【０００９】
　そして、前記筋交は、一端が前記柱材と前記方杖とが連結される枢着部に３軸ユニバー
サルジョイントを介して連結され、他端が前記一対の桁パイプ材が交差する枢着部に３軸
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ユニバーサルジョイントを介して連結されていると好適である。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の可搬式天幕用のフレームによれば、筋交を設けたことにより桁行方向の横揺れ
が防止されるとともに、ロック手段及び方杖により梁間方向の横揺れも防止されて強度的
にも高い。また、拡張状態では柱材が鉛直方向に起立することから、側面のデッドスペー
スが生じない。
【００１１】
　また、桁部材及び棟部材については、それぞれ一対の桁パイプ材及び棟パイプ材を２組
連結し、合掌パイプ材の長さが、一対の棟パイプ材が交差する枢着部から室外側頂部ジョ
イントピース又は室内側頂部ジョイントピースまでの長さの２倍となっていることから、
棟パイプ材に寸法調整代を設けることができ、桁行方向の寸法が変更可能となる。
【００１２】
　さらに、３軸ユニバーサルジョイントを介して筋交を連結することにより、フレームの
拡張状態又は折り畳み状態とする作業をスムーズに行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の第１形態例を示すフレームの拡張状態を示す斜視図である。
【図２】同じくフレームの拡張状態を示す正面図である。
【図３】同じくフレームの拡張状態を示す側面図である。
【図４】同じくフレームの折り畳み状態を示す斜視図である。
【図５】同じくフレームの展開途中を示す斜視図である。
【図６】同じく展開途中の幕体の一部を切り欠いた可搬型天幕の斜視図である。
【図７】同じく幕体の一部を切り欠いた可搬型天幕の拡張状態を示す斜視図である。
【図８】各ジョイントピースと各パイプ材の連結構造を示す分解斜視図である。
【図９】同じく各ジョイントピースと各パイプ材の連結構造を示す斜視図である。
【図１０】本発明の第１形態例を示すフレームの筋交部分の側面図である。
【図１１】同じく筋交部分の平面図である。
【図１２】同じく筋交部分のヒンジ部の拡大図である（ロック時）。
【図１３】同じく筋交部分のヒンジ部の拡大図である（ロック解除時）。
【図１４】図１２のＸＩＶ－ＸＩＶ断面図である。
【図１５】本発明の第１形態例を示すフレームのロック手段を説明する要部斜視図である
。
【図１６】同じくフレームの設置状態を説明する要部斜視図である。
【図１７】本発明の第２形態例を示すフレームの拡張状態を示す斜視図である。
【図１８】同じくフレームの筋交部分の側面図である。
【図１９】筋交部分のヒンジ部の他の形態例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図１乃至図１６は、本発明の可搬型天幕用のフレームの第１形態例を示す図である。本
形態例の可搬型天幕用のフレーム１は、合掌部材２で連結する２本１組で並列する柱材３
を３列立設し、隣接する柱材３の上部を連結する桁部材４と、隣接する合掌部材２の上部
を連結する棟部材５とを備えているものであり、幕体６によって覆われている。このフレ
ーム１は、各柱材３、桁部材４、棟部材５を展開して図１に示すような拡張状態となすと
ともに、各柱材３、桁部材４、棟部材５を折り畳んで図４に示すように束状の折り畳み状
態となすことができる。
【００１５】
　合掌部材２は、垂直に立つ２本１組の柱材３の上端同士を連結するものであり、交差さ
せて互いに回動可能に連結したシザース状の一対の合掌パイプ材対２１を中央部が山型に
なるように２組連結して形成され、各合掌パイプ材対２１は、各端部をジョイントピース
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７にそれぞれヒンジ連結している。
【００１６】
　各合掌パイプ材対２１は、同一長さで同一角形断面の２本の合掌パイプ材２１ａ，２１
ｂで構成され、各合掌パイプ材２１ａ，２１ｂは、略中央部分の枢着部２１ｃにおいて交
差するように回動可能に連結され、枢着部２１ｃにカラーを介在させることで、両パイプ
材２１ａ，２１ｂ間に約２０ｍｍのクリアランスを存している。
【００１７】
　各ジョイントピース７と合掌パイプ材２１ａ等の各パイプ材との連結は、図８及び図９
に示される。各ジョイントピース７は、円形の板材を例えば削りだし加工や射出成形した
もので、一側面が平板状のプレート部７ａと、該プレート部７ａの他側面に十字状に４カ
所形成されたパイプ材連結部７ｂと、各連結部７ｂの中心位置に前記一側面から他側面に
貫通形成されたボルト挿通孔７ｃとを有している。前記各連結部７ｂは、前記プレート部
７ａの他側面に隆起形成され、合掌パイプ材２１ａ等のパイプ材の端部を連結するヒンジ
連結孔７ｄが穿設されている。前記ボルト挿通孔７ｃは、プレート部７ａの一側面側から
ボルト又はアイボルト８を挿通するもので、該ボルト挿通孔７ｃの他側面側は、ナット９
の埋め込みが可能なように大径に形成されている。前記ヒンジ連結孔７ｄの位置は、連結
された前記パイプ材２１ａが前記プレート部７ａに直交する折り畳み位置から約１６５度
に亘る展開位置に回動可能なように、前記各連結部７ｂの端部側に設けられている。また
、前記ヒンジ連結孔７ｄは、パイプ材２１ａの連結側面に比べて反対側面がナットの埋め
込みが可能なように大径に形成されており、パイプ材２１ａのヒンジ連結孔２１ｄから前
記ヒンジ連結孔７ｄに挿通されるボルト１０と大径側に埋め込まれるナット１１にてパイ
プ材２１ａがヒンジ連結される。前記ボルト１０には、ワッシャー１２ａ及び前記ヒンジ
連結孔２１ｄ用のスリーブ１２ｂが外嵌されている。
【００１８】
　また、幕体６が前記フレーム１の拡張状態時に緊張するように、各ジョイントピース７
のプレート部７ａの一側面に幕体６の外側に当てた幕体押さえ板１３をボルト止めするこ
とにより、幕体６が取り付けられる。
【００１９】
　各合掌パイプ材対２１は、フレーム１の展開時に、上半分が室外側になる合掌パイプ材
２１ａの各上端は室外側頂部ジョイントピース７１にそれぞれヒンジ連結されるとともに
、各下端は柱材３に回動可能に設けられた方杖８１の上端とヒンジ連結される室内側肩部
ジョイントピース７３にヒンジ連結される。一方、上半分が室内側になる合掌パイプ材２
１ｂの各上端は室内側頂部ジョイントピース７２にそれぞれヒンジ連結されるとともに、
各下端は柱材３の上端とヒンジ連結される室外側肩部ジョイントピース７４にヒンジ連結
される。
【００２０】
　桁部材４は、交差させて互いに回動可能に連結したシザース状の一対の桁パイプ材対４
１を２組連結したものであり、一端が各室外側肩部ジョイントピース７４，７４に連結さ
れた桁パイプ材４１ａ，４１ａの他端同士を回動可能に連結し、一端が各室内側肩部ジョ
イントピース７３，７３に連結された桁パイプ材４１ｂ，４１ｂの他端同士を回動可能に
連結している。
【００２１】
　また、棟部材５は、交差させて互いに回動可能に連結したシザース状の一対の棟パイプ
材対５１を２組連結したものであり、一端が各室外側頂部ジョイントピース７１，７１に
連結された棟パイプ材５１ａ，５１ａの他端同士を回動可能に連結し、一端が各室内側頂
部ジョイントピース７２，７２に連結された棟パイプ材５１ｂ，５１ｂの他端同士を回動
可能に連結している。
【００２２】
　各桁パイプ材４１ａ，４１ｂ及び各棟パイプ材５１ａ，５１ｂは、上述の合掌パイプ材
と同様に、同一長さで同一角形断面のパイプ材であり、それぞれ略中央部分の枢着部４１
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ｃ，５１ｃにおいて交差するように回動可能に連結されている。
【００２３】
　方杖８１は、一端が柱材３の中間にある枢着部３ａに回動可能に連結されるとともに、
前述したように他端が室内側肩部ジョイントピース７３にヒンジ連結されている。
【００２４】
　また、筋交６１は、図１０及び図１１に示されるように、一端が前記枢着部３ａに、他
端が桁部材４の枢着部４１ｃに、それぞれの３軸ユニバーサルジョイント６２，６２を介
して連結されている。さらに筋交６１は、２本の筋交パイプ材６１ａ，６１ｂによって構
成され、中間部においてヒンジ６３によって折り畳み可能に形成されている。
【００２５】
　ヒンジ６３の構造については、図１２乃至図１４に詳細が示されている。一端が枢着部
３ａに連結される筋交パイプ材６１ａの他端部に設けられたラッチプレート６４と、一端
が枢着部４１ｃに連結される筋交パイプ材６１ｂの他端に設けられたラッチプレート６５
とに設けられたヒンジ軸６６によって回動可能にされている。また、ラッチプレート６４
には長孔６４ａが形成され、該長孔６４ａを移動可能なロック軸６７が設けられている。
ラッチプレート６５には、ロック軸６７を係止するためのロック溝６５ａが設けられてい
る。また、ヒンジ軸６６とロック軸６７とには、２本の引張スプリング６８，６８が掛け
られているとともに、ロック軸６７の引張スプリング６８，６８の間には、リリースベル
ト６９が設けられている。フレーム１の展開時には、引張スプリング６８がロック軸６７
をヒンジ軸６６側に付勢するので、ロック溝６５ａとの係合が維持され、筋交パイプ材６
１ａ，６１ｂが一直線状となったままである。リリースベルト６９を引っ張ると、ロック
軸６７が反ヒンジ軸６６側に移動するので、ロック溝６５ａとの係合が外れ、折り畳み可
能となる。
【００２６】
　また、室外側肩部ジョイントピース７４及び室内側肩部ジョイントピース７３の間には
、各ジョイントピースの離間状態を保持して前記フレーム１の拡張状態を維持するロック
手段９０を設けている。このロック手段９０は、室外側肩部ジョイントピース７４に設け
られるロックバー９１と、室内側肩部ジョイントピース７３に設けられるロックバー９２
とで構成されている。
【００２７】
　ロックバー９１は、室外側肩部ジョイントピース７４のプレート部７ａの一側面に前記
幕体６、幕体押さえ板１３を取り付けるために前記ボルト挿通孔７ｃに挿通されるアイボ
ルト８にて固定される。ロックバー９２も同様に、室内側肩部ジョイントピース７３のプ
レート部７ａの一側面にボルト挿通孔７ｃに挿通されるボルトにて固定される。
【００２８】
　前記ロックバー９１は先端に雄ねじ部を形成し、前記ロックバー９２は、先端に雌ねじ
部を有するユニオンナットを設けている。該ユニオンナットを回して、雄ねじ部と雌ねじ
部とを螺合させることにより、ロック手段９０がロック状態となる。
【００２９】
　次に、このように構成されたフレーム１を折り畳み状態にする場合と拡張状態にする場
合とを説明する。折り畳み状態にする場合は、前記ロック手段９０をロック解除状態とす
るとともに、筋交６１も前述のように折り畳み可能状態とし、各合掌パイプ材２１ａ，２
１ｂ、桁パイプ材４１ａ，４１ｂ、棟パイプ材５１ａ，５１ｂが各ジョイントピース７で
折り返され、図４に示されるように、各柱材３と前述の各パイプ材とが束状の折り畳み状
態となり、柱材３によって起立状態となる。なお、この状態では、前記幕体６は、上側と
なる前記室外側頂部ジョイントピース７１、前記室外側肩部ジョイントピース７４の外面
に取り付けられていることから、各パイプ材間に折り畳まれて収納される。
【００３０】
　この折り畳み状態から拡張状態とする場合は、図５及び図６に示されるように、各柱材
３をフレーム１が展開する方向に引き出す。そして、合掌パイプ材対２１、桁パイプ材対



(8) JP 2017-40066 A 2017.2.23

10

20

30

40

50

４１、棟パイプ材対５１が拡がった状態になると、筋交６１のヒンジ６３が自動的にロッ
クされる。さらに、前述のようにロック手段９０をロック状態とし、各パイプ材の各端部
の離間状態を保持する。
【００３１】
　これにより、前記フレーム１は拡張状態となり、該フレーム１を覆う前記幕体６も緊張
状態に展開される。そして、図１６に示されるように、柱材３の下端にある円座３ｂのペ
グ孔３ｃにペグ１４を地面にそれぞれ打ち込んで固定するとともに、室外側肩部ジョイン
トピース７４のアイボルト８からの引き綱１５を取り、その先端を大杭１６により地面に
固定する。
【００３２】
　なお、柱材３はスチール製とし、各パイプ材はアルミ製とすることにより、強度を維持
しつつ、軽量化を図ることができる。
【００３３】
　このように、フレーム１は、筋交６１を設けたことにより桁行方向の横揺れが防止され
、ロック手段９０及び方杖８１により梁間方向の横揺れも防止されて強度的にも高く、柱
材３が鉛直方向に起立することから、特許文献１のような蒲鉾状態に展開するフレームと
比べて、側面のデッドスペースが生じず、側面に複数の可搬式天幕を連接しやすい。
【００３４】
　また、各パイプ材の枢着部にはカラーを設けることによって、クリアランスが確保でき
、拡張又は折り畳み作業時に幕体６が囓られることがなくなり、拡張又は折り畳み作業が
速やかに行え、作業時に各パイプ材間に作業者の指が挟まれることもない。また、折り畳
み時には、このクリアランスに幕体が収納されるから、収納時のサイズが不必要に大きく
ならない。
【００３５】
　また、ロック手段９０がユニオンナット式で肩部に設けられていることから、接地面に
ロック手段がある場合よりも、雨水などで汚れたりしにくく、操作性が高い。
【００３６】
　さらに、合掌パイプ材２１ａ，２１ｂの長さＬ１（図２参照）が、棟パイプ材５１ａ，
５１ｂの枢着部５１ｃから室外側頂部ジョイントピース７１又は室内側頂部ジョイントピ
ース７２までの長さＬ２（図３参照）の２倍となっていればよく、棟パイプ材５１ａ，５
１ｂの全長から長さＬ２を引いたＬ３が寸法調整代となり、桁行方向の寸法調整が可能と
なる。これにより、梁間方向の長さに関係なく桁行方向を設定できるので、様々なサイズ
にしたり、既存の天幕サイズからの置き換えが可能となる。
【００３７】
　また、筋交パイプ材６１ａの長さをＬ４、筋交６１の全長をＬ５、柱材３の枢着部３ａ
から柱材３の上端までの長さをＬ６としたときに、Ｌ４＝（Ｌ５＋Ｌ２－Ｌ６）／２の関
係となっていれば、フレーム１の折り畳み状態時に、束状になっている各パイプ材の間に
折り畳まれた筋交６１が格納される。
【００３８】
　図１７乃び図１８は、本発明の第２形態例を示すもので、第１形態例と同様の構成要素
を示すものには、同一の符号をそれぞれ付して、その詳細な説明は省略する。本形態例の
フレーム１００は、合掌部材２で連結する２本１組で並列する柱材３を４列立設したもの
である。第１形態例の桁部材４、棟部材５がシザース状の一対のパイプ材を２組連結した
ものであるのに対し、本形態例の桁部材４００、棟部材５００はシザース状の一対のパイ
プ材１組からなるものである。
【００３９】
　桁部材４００は、中央部分の枢着部４０１ｃにおいて交差させて互いに回動可能に連結
したシザース状の一対の桁パイプ材対４０１から構成され、一端が室外側肩部ジョイント
ピース７４に連結された桁パイプ材４０１ａは他端を隣接する室内側肩部ジョイントピー
ス７３に連結され、一端が室内側肩部ジョイントピース７３に連結された桁パイプ材４０
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１ｂは他端を隣接する室外側肩部ジョイントピース７４に連結されている。
【００４０】
　また、棟部材５００も桁部材４００と同様に、中央部分の枢着部５０１ｃにおいて交差
するように回動可能に連結されたシザース状の一対の棟パイプ材対５０１から構成され、
一端が室外側頂部ジョイントピース７１に連結された棟パイプ材５０１ａは他端を隣接す
る室内側頂部ジョイントピース７２に連結され、一端が室内側頂部ジョイントピース７２
に連結された棟パイプ材５０１ｂは他端を隣接する室外側頂部ジョイントピース７１に連
結されている。各棟パイプ材５０１ａ，５０１ｂは、中央部分の枢着部５０１ｃにおいて
交差するように回動可能に連結されている。
【００４１】
　図１８に示されるように、枢着部４０１ｃから隣接する両側の柱材３，３に対して、筋
交６１が取り付けられている。筋交６１の構造は第１形態例と同様であり、３軸ユニバー
サルジョイント６２を介して、一端が桁部材４００の枢着部４０１ｃにと、他端が柱材３
の枢着部３ａに連結され、中間部においてヒンジ６３によって折り畳み可能に形成されて
いる。
【００４２】
　第２形態例の場合、フレーム１００の折り畳み状態を考慮すると、桁パイプ材４０１ａ
，４０１ｂ及び棟パイプ材５０１ａ，５０１ｂの長さは、合掌パイプ材２１ａ，２１ｂの
長さと同じである必要がある。そのため、第１形態例と比べて桁行方向の寸法の自由度は
低くなってしまうものの、特許文献１のような蒲鉾状態に展開するフレームと比べて、側
面のデッドスペースが生じず、側面に複数の可搬式天幕を連接しやすいという効果は十分
に得ることができる。
【００４３】
　図１９は、筋交部分のヒンジ部の他の形態例を示す図である。第１形態例及び第2形態
例では、フレームの展開時のときに、筋交６１のヒンジ６３が自動的にロックされるラッ
チ構造としていたが、本形態例では、ロックピンによってロックされる構造となっている
。本形態例におけるヒンジ６００は、筋交パイプ材６１ａの端部に設けられた連結プレー
ト６０１と、筋交パイプ材６１ｂの他端に設けられた連結プレート６０２とに設けられた
ヒンジ軸６０３によって回動可能にされている。また、連結プレート６０１と連結プレー
ト６０２には、筋交が直線状になったときに一致するロックピン挿通孔６０４が形成され
ている。ロックピン６０５は、略円柱状のピン本体６０６とピン本体６０６の端部に設け
られたリング状の吊具６０７によって形成され、吊具６０７とヒンジ軸６０３とに吊り紐
６０８を掛けることによって紛失を防止している。フレームの展開時に、ピン本体６０５
をロックピン挿通孔６０４に挿入することで、ヒンジ６００がロック状態となる。
【００４４】
　なお、第１形態例では２本１組の柱材３を３組並設したフレームを、第2形態例では2本
１組の柱材３を４組併設したフレームを説明したが、２本１組の柱材３は少なくとも２組
、すなわち柱材３が４本以上あればよい。
【符号の説明】
【００４５】
１…フレーム、２…合掌部材、３…柱材、３ａ…枢着部、３ｂ…円座、３ｃ…ペグ孔、４
…桁部材、５…棟部材、６…幕体、７…ジョイントピース、７ａ…プレート部、７ｂ…パ
イプ材連結部、７ｃ…ボルト挿通孔、７ｄ…ヒンジ連結孔、８…アイボルト、９…ナット
、１０…ボルト、１１…ナット、１２ａ…ワッシャー、１２ｂ…スリーブ、１３…幕体押
さえ板、１４…ペグ、１５…引き綱、１６…大杭、２１…合掌パイプ材対、２１ａ，２１
ｂ…合掌パイプ材、２１ｃ…枢着部、２１ｄ…ヒンジ連結孔、４１…桁パイプ材対、４１
ａ，４１ｂ…桁パイプ材、４１ｃ…枢着部、５１…棟パイプ材対、５１ａ，５１ｂ…棟パ
イプ材、５１ｃ…枢着部、６１…筋交、６１ａ，６１ｂ…筋交パイプ材，６２…３軸ユニ
バーサルジョイント、６３…ヒンジ、６４，６５…ラッチプレート、６４ａ…長孔、６５
ａ…ロック溝、６６…ヒンジ軸、６７…ロック軸、６８…引張スプリング、６９…リリー
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スベルト、７１…室外側頂部ジョイントピース、７２…室外側頂部ジョイントピース、７
３…室内側肩部ジョイントピース、７４…室外側肩部ジョイントピース、８１…方杖、９
０…ロック手段、９１，９２…ロックバー、４００…桁部材、４０１…桁パイプ材対、４
０１ａ，４０１ｂ…桁パイプ材、４０１ｃ…枢着部、５００…棟部材、５０１…棟パイプ
材対、５０１ａ，５０１ｂ…棟パイプ材、５０１ｃ…枢着部、６００…ヒンジ、６０１，
６０２…連結プレート、６０３…ヒンジ軸、６０４…ロックピン挿通孔、６０５…ロック
ピン、６０６…ピン本体、６０７…吊具、６０８…吊り紐

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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